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大
阪
府
貝
塚
市
脇
浜
浦
の
八
大
龍
王
が
和
泉
葛
城
山
へ
勧
請
さ
れ
た
理
由

植

野

加

代

子

は
じ
め
に

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
か
ら
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
十
月
ま
で
の
記

録
で
あ
る
『
葛
城
峰
宝
仙
山
萬
覚
書
』
の
冒
頭
に
は
、

(1)

一

葛
城
の
峰
と
申
は
、
あ
わ
島
よ
り
大
和
国
金
剛
二
城
が
だ
け
迄
の
間

三
拾
八
里
の
惣
名
を
い
ふ
な
り
。

一

此
峰
筋
中
に
泉
州
南
郡
塔
原
村
領
の
宝
仙
山
と
申
す
所
を
葛
城
山
と

申
し
伝
え
大
阪
堺
奉
行
所
え
葛
城
山
と
書
上
物
事
相
済
来
り
候
。
泉
州
に

て
高
山
に
て
国
々
迄
見
え
、
紀
伊
国
、
大
和
、
伊
勢
、
さ
か
い
高
見
山
、

見
へ
申
す
。
河
内
、
伊
賀
、
あ
ふ
み
、
山
城
京
、
津
野
国
、
は
り
ま
、
あ

わ
ぢ
、
並
に
四
国
山
見
え
申
す
。

元
此
山
は
金
剛
童
子
の
山
な
り
。
然
所
、
弘
法
大
師
と
、
し
る
び
ん
大
師
、

と
い
の
り
相
、
し
る
び
ん
大
師
、
ま
か
の
二
字
を
以
て
雨
を
ふ
ら
せ
る
龍

神
達
を
、
こ
と
ご
と
く
、
し
ば
り
た
れ
ば
日
本
百
日
の
大
日
で
り
に
成
ぬ
。

扨
弘
法
大
師
は
、
は
ん
に
や
は
ら
み
つ
た
と
、
と
な
へ
、
海
の
龍
王
え
き

せ
い
し
た
ま
へ
ば
、
た
ち
ま
ち
に
八
大
龍
王
、
泉
州
脇
浜
浦
に
あ
ら
わ
れ

出
た
ま
へ
ぬ
。
其
所
を
今
に
や
龍
王
島
と
い
ふ
な
り
。
弘
法
大
師
扨
八
大

龍
王
さ
ま
を
葛
城
峰
に
う
つ
し
た
ま
へ
ば
其
ま
ゝ
天
下
一
同
に
雨
ふ
り
五

こ
く
成
じ
ゆ
し
た
り
ぬ
。
今
に
毎
年
五
月
廿
二
日
高
野
山
先
達
於
宮
前
天

下
太
平
五
こ
く
成
じ
ゆ
の

葛
城
柴
灯
護
摩
供
天
下
安
全
祈
禱
を
な
す
。

其
後
、
金
剛
童
子
は
紀
州
領
へ
三
十
間
斗
し
り
ぞ
き
た
ま
い
石
の
小
社

有
り
。

先
年
泉
州
の
支
配
有
と
ゆ
へ
共
、
今
は
紀
州
領
ゆ
へ
紀
州
の
支
配
也
。

と
あ
る
。
葛
城
峰
宝
仙
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
山
は
、
紀
伊
と
和
泉
の
国
境
に
あ

り
、
岸
和
田
市
塔
原
町
の
南
で
、
西
は
泉
佐
野
市
の
犬
鳴
山
七
宝
瀧
寺
に
接
し
、

東
は
岸
和
田
市
の
牛
滝
山
大
威
徳
寺
に
連
な
っ
て
い
る
、
和
泉
葛
城
連
峰
中
の

高
峰
の
こ
と
を
い
う
。
現
在
の
和
泉
葛
城
山
と
称
す
と
こ
ろ
が
、
か
つ
て
宝
仙

山
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
宝
仙
山
の
山
名
は
和
泉
葛
城
山
と
記

す
こ
と
に
す
る
。

こ
の
『
葛
城
峰
宝
仙
山
萬
覚
書
』
は
、
主
に
和
泉
葛
城
山
の
八
大
龍
王
社
に

お
い
て
祭
祀
し
た
こ
と
を
中
心
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
で
注
目
し
た

い
部
分
が
冒
頭
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
弘
法
大
師
が
般
若
波
羅
蜜
多
と
唱
え
れ
ば
、
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泉
州
脇
浜
浦
に
八
大
龍
王
が
あ
ら
わ
れ
た
と
い
い
、
そ
の
所
を
龍
王
島
と
い
っ

た
。
弘
法
大
師
が
そ
の
八
大
龍
王
を
葛
城
峰
に
う
つ
し
た
後
、
一
同
に
雨
が
降

り
五
穀
成
就
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
弘
法
大
師
が
貝
塚
市
脇
浜
浦

に
あ
ら
わ
れ
た
八
大
龍
王
を
、
和
泉
葛
城
峰
に
う
つ
し
た
後
、
雨
を
降
ら
せ
た

と
い
う
こ
と
が
伝
承
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一
、
貝
塚
市
脇
浜
の
八
大
龍
王
社

最
初
に
八
大
龍
王
が
あ
ら
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
貝
塚
市
脇
浜
か
ら
見

て
い
く
こ
と
に
す
る
。

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
成
立
の
『
和
泉
名
所
図
会
』
巻
之
四
に
は
、

龍
王
宮

近
木
崎
の
浦
に
あ
り
。
石
室
の
社
也
。
例
祭
、
八
月
十
一
日
。

此
辺
、
海
浜
に
し
て
、
風
景
の
地
な
り
。

朧
夜
や
海
と
ひ
と
つ
の
龍
の
宮

斑
竹

と
あ
る
。
ま
た
『
泉
州
記
』
（
成
立
年
未
詳
）
の
「
岡
部
美
濃
守
領

脇
濱
村
」

の
項
に
は

八
大
龍
王
（
石
小
社
）

海
中
に
石
鳥
居
燈
籠
等
あ
り
葛
城
山
龍
王
此
所

よ
り
上
り
給
ふ
と
云
ふ

と
あ
る
。
さ
ら
に
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
中
盛
彬
が
和
泉
国
の
伝
承
な
ど

を
記
し
た
『
加
李
曽
米
能
飛
登
利
呉
止
―
か
り
そ
め
の
ひ
と
り
ご
と
―
』
（
『
和

泉
志
』
第
二
十
二
巻
～
第
二
十
六
巻
よ
り
）
の
「
脇
浜
村
の
佐
々
木
久
左
衛
門
」

に
は
、

脇
浜
村
佐
々
木
久
左
衛
門
家
お
と
ろ
え
て
子
孫
久
兵
衛
は
城
主
に
仕
へ
奉

り
ぬ
。
こ
の
人
射
術
挙
法
の
練
達
せ
り
。
ひ
ゝ
と
せ
夏
旱
魃
せ
し
に
君
命

を
奉
し
て
脇
浜
の
龍
王
廟
に
一
命
を
さ
ゝ
げ
祈
雩
し
、
鳴
弦
せ
し
に
直
士

の
精
神
感
格
し
て
、
忽
然
と
洪
雨
ふ
り
し
が
ほ
ど
な
く
身
ま
か
り
ぬ
。（
後

略
）

と
あ
り
、
脇
浜
村
に
は
龍
王
宮
や
八
大
龍
王
と
呼
ば
れ
る
石
の
社
が
あ
り
、
龍

王
廟
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
社
が
、
現
在
の
高
龗
神
社
・
脇

浜
戎
大
社
に
鎮
座
し
て
い
る
八
大
龍
王
社
で
あ
る
。
な
お
、
佐
々
木
久
左
衛
門

は
、
代
官
荘
屋
三
人
の
内
の
一
人
で
あ
っ
た
。

(2)

さ
ら
に
、
『
貝
塚
市
の
史
跡
と
文
化
財
―
改
訂
版
―
』
に
は
、
「
旱
魃
時
に
は

(3)

社
前
や
海
上
で
雨
乞
い
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
か
つ
て
は
沖
合
八
町
（
約
八
七

二
ｍ
）
ほ
ど
の
浅
瀬
に
竹
を
立
て
老
若
男
女
が
雨
乞
踊
り
を
奉
納
す
る
「
船
雨

乞
い
」
が
行
わ
れ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
「
船
雨
乞
い
」
の
こ
と
を
、

高
龗
神
社
・
脇
浜
戎
大
社
で
は
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
教
え
て
い
た

だ
い
た
。

脇
浜
村
は
、
半
農
半
漁
の
村
だ
っ
た
。
農
業
を
行
う
た
め
に
は
、
水
が
必

要
だ
っ
た
。
ま
た
、
旱
魃
の
時
な
ど
に
は
、
雨
乞
い
を
す
る
よ
う
な
場
所

で
も
あ
っ
た
。

昔
は
、
こ
の
脇
浜
の
沖
に
真
水
が
湧
く
所
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
八
大
龍
王

社
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
真
水
が
湧
い
て
い
る
所
に
笹
を
立
て
て
、
雨

乞
い
は
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
た
。
先
々
代
く
ら
い
前
（
明
治
ま
た
は
大
正

時
代
）
ま
で
は
、
当
社
で
も
雨
乞
い
を
し
て
い
た
。
特
に
、
船
雨
乞
い
と

言
っ
て
、
船
を
真
水
の
湧
い
て
い
る
沖
ま
で
持
っ
て
行
っ
て
、
鳴
釜
神
事
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を
行
っ
た
。
鳴
釜
神
事
と
い
う
の
は
、
釜
に
お
湯
を
沸
か
し
て
、
釜
が
ホ

ッ
と
音
を
鳴
ら
す
と
い
う
神
事
で
あ
る
。

脇
浜
の
沖
に
は
真
水
が
湧
く
所
が
あ
り
、
そ
こ
に
船
を
出
し
て
、
鳴
釜
神
事
を

行
い
、
雨
乞
い
を
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
社
の
こ
と
を
『
和
泉
国
寺
社
境
内
帳
』
（
寛
政
年
間
（
一
七
八
九

～
一
八
〇
一
）
）
の
脇
浜
村
に
は
、「
龍
王
石
小
社
」
と
し
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

神
前
神
社

一
、
妙
見
社

勧
請
年
号
不
レ

知

除
地
五
百
廿
八
坪

末
社

八
幡

弁
財
天

妙
見

鹿
嶋
明
神

一
、
大
将
軍
社

勧
請
年
号
不
レ

知

除
地
廿
四
坪

一
、
龍
王
石
小
社

右
同
断

除
地
五
百
六
十
二
坪
（
氏
子
之
内
一
代
廻

り
持
）

井
垣

拝
殿

華
表

高
龗
神
社
は
、
明
治
五
年
（
一

八
七
二
）
に
村
社
と
さ
れ
、
明

治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
か
ら

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
か

け
て
近
隣
の
十
三
社
が
合
祀
さ

れ
た
。
こ
の
中
に
、
延
喜
式
内

社
の
神
前
神
社
や
近
隣
の
戎
神

社
も
合
祀
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。現

在
は
、
高
龗
神
社
と
脇
浜

戎
大
社
と
両
方
の
名
が
あ
げ
ら

高龗神社・脇浜戎大社の境内にある八大龍王社

れ
、
泉
州
地
域
の
戎
様
を
祀
る
有
名
な
神
社
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
八
大
龍

王
社
は
、
江
戸
時
代
の
地
誌
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
在
も
小
社
で
あ

る
。
こ
の
龍
王
石
小
社
は
、
村
の
氏
子
に
よ
っ
て
廻
り
持
ち
さ
れ
る
よ
う
な
存

在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
高
龗
神
社
が
脇
浜
村
の
村
社
と

な
っ
て
か
ら
は
、
そ
の
境
内
地
に
龍
王
社
が
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
、
現
在
の
八
大
龍
王
社
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
に
、
弘
法
大
師
が
脇
浜
村
か
ら
八
大
龍
王
を
う
つ
し
た
と
い
う

和
泉
葛
城
山
に
鎮
座
し
て
い
る
八
大
龍
王
社
は
、
ど
の
よ
う
な
地
域
の
人
達
が

(4)

信
仰
し
て
い
た
の
か
を
み
て
い
き
た
い
。

二
、
和
泉
葛
城
山
の
八
大
龍
王
社

最
初
に
「
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
十
二
月

葛
城
山
龍
王
ニ
付
五
箇
荘

定
書
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

(5)

定

一

葛
城
山
龍
王
境
内
之
儀
者
五
箇
村
厚
薄
無
之
事
故
、
何
レ
之
村
ニ
而

茂
、
宮
本
之
趣
意
有
之
間
敷
事

一

正
月
松
飾
・
御
鏡
餅
備
候
事
、
荘
内
よ
り
米
八
升
塔
原
村
江
差
出
、

先
例
之
通
可
致
取
計
事

一

正
月
朔
日
・
六
月
十
八
日
・
八
月
廿
二
日
之
神
式
、
尚
又
御
参
詣
、

御
代
参
之
毎
度
御
膳
等
仕
出
之
儀
者
、
先
例
之
通
、
塔
原
村
可
致
取

計
事

一

御
参
詣
之
節
御
道
案
内
之
儀
者
、
可
為

御
弁
当
所
村
方
候
、
其
余
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之
村
々
者
境
内
前
江
御
出
迎
ニ
可
罷
出
事

但
、
麓
を
隔
候
村
方
ニ
御
弁
当
所
被

仰
付
候
節
者
、
村
継
ニ

御
案
内
可
奉
申
上
候

一

御
参
詣
幷
御
代
参
之
節
、
御
初
穂
銀
者
、
是
迄
之
通
、
塔
原
村
ニ
相

預
り
置
、
荘
内
支
配
割
之
節
可
差
出
事

一

右
同
断
之
節
、
雑
用
銀
者
、
先
例
之
通
御
弁
当
所
村
方
江
荘
内
よ
り

可
差
出
事

一

正
月
十
八
日
節
会
之
儀
、
先
例
之
通
、
奥
三
ケ
村
廻
番
ニ
而
、
致
当

家
、
賄
料
荘
内
よ
り
可
差
出
事

一

六
月
十
八
日
・
八
月
廿
二
日
御
湯
御
神
酒
等
者
、
五
ケ
村
廻
番
ニ
い

た
し
、
当
番
村
方
よ
り
可
持
登
事

一

毎
年
六
月
道
掃
除
之
事
、
先
例
通
、
奥
三
ケ
村
可
為
廻
番
候
、
尤
米

三
斗
宛
荘
内
よ
り
可
差
出
事

一

御
寄
附
之
御
黒
印
御
証
文
者
、
在
来
通
、
河
合
村
ニ
可
預
置
事

一

同
断
御
幕
・
諸
道
具
類
幷
荘
内
組
合
之
道
具
向
者
、
在
来
通
、
塔
原

村
江
可
預
置
事

一

同
断
御
膳
料
者
、
摂(

塔)

原
村
ニ
預
り
置
、
先
規
通
可
致
取
計
事

一

同
断
茶
所
、
接
待
之
儀
者
、
先
規
之
通
、
五
箇
村
廻
番
ニ
可
致
取
計

事

一

荘
内
諸
帳
面
・
諸
書
付
類
之
儀
者
、
木
積
村
江
預
置
、
帳
元
為
致
、

先
規
之
通
可
割
出
事

一

龍
王
社
儀
ニ
付
、
諸
願
筋
堺
表
者
、
五
ケ
荘
惣
社
塔
原
村
葛
城
山
八

大
龍
王
と
相
認
、
五
ケ
村
神
主
共
連
印
、
同
惣
代
塔
原
村
庄
屋
幷
四

ケ
村
之
内
役
人
壱
人
致
加
印
、
可
願
出
候
、
京
師
表
普
請
願
ニ
付
、

願
面
幷
大
工
・
村
役
人
印
形
之
儀
者
、
可
為
先
例
候

御
地
頭
表
者
、
先
規
之
通
、
五
ケ
荘
惣
社
惣
社(

衍)

葛
城
山
八
大
龍

王
と
相
認
、
五
箇
村
役
人
共
連
印
ニ
而
可
願
出
事

一

願
・
礼
踊
順
之
儀
者
、
先
例
之
通
、
塔
原
村
踊
初
メ
、
相
川
村
・
蕎

原
村
・
河
合
村
・
木
積
村
と
次
第
ニ
可
踊
候
、

尤
河
合
村
踊
初
候
ハ
ゝ
、
奥
三
ケ
村
ゟ
木
戸
相
固
メ
、
木
積
村
花
負

之
者
下
り
候
迄
、
登
山
之
者
壱
人
も
為
致
下
山
間
敷
事

一

龍
王
賽
物
者
、
先
規
之
通
、
神
主
幷
茶
所
当
番
之
者
江
可
致
配
分
事

右
者
任
文
禄
以
来
之
旧
記
、
近
世
之
習
例
・
規
則
被
定
置
上
者
、
五

箇
村
聊
以
甲
乙
無
之
候
条
、
不
拘
地
所
之
有
無
、
可
為
一
体
者
也
、

向
後
若
違
背
之
族
於
有
之
者
、
屹
度
、
可
被
及
御
沙
汰
旨
、
被

仰

出
処
也
、
仍
而
執
達
如
件

（
天
保
十
五
年
甲
辰
十
二
月
）

岡
部
三
太
左
衛
門

㊞

花
押

浅
野
清
左
衛
門

㊞

花
押

五
箇
荘
之
内

塔
原
村
江

こ
の
記
載
の
五
箇
（
ケ
）
村
や
五
箇
（
ケ
）
荘
と
は
、
岸
和
田
市
塔
原
・
相

川
・
河
合
の
三
ケ
村
と
貝
塚
市
木
積
・
蕎
原
の
二
ケ
村
の
こ
と
を
い
い
、
和
泉

葛
城
山
の
八
大
龍
王
社
を
共
同
祭
祀
し
た
村
で
あ
っ
た
。

塔
原
村
は
、
当
初
、
五
ケ
村
の
村
で
も
代
表
の
村
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

「
葛
城
山
龍
王
境
内
之
儀
者
五
箇
村
厚
薄
無
之
事
故
」
と
あ
り
、
「
宮
本
之
趣
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意
有
之
間
敷
事
」
と

あ
る
の
で
、
た
て
前

で
は
ど
の
村
も
平
等

で
あ
る
こ
と
を
主
張

し
て
い
る
。
な
お
、

「
は
じ
め
に
」
で
あ

げ
た
史
料
『
葛
城
峰

宝
仙
山
萬
覚
書
』
を

記
し
た
石
貝
庄
左
衛
門
や
そ
の
子
堀
田
庄
左
衛
門
は
、
塔
原
村
の
庄
屋
で
あ
っ

た
。こ

の
こ
と
と
関
わ

り
あ
る
か
ど
う
か
わ

か
ら
な
い
が
、
岸
和

田
市
塔
原
町
で
は
、

一
時
途
絶
え
て
い
た

雨
乞
い
の
た
め
の
踊

り
で
あ
る
「
葛
城
踊

り
」
が
八
月
十
四
日

に
弥
勒
寺
境
内
で
行
わ
れ
、
大
阪
府
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
塔
原
で
は
、
現
在
も
和
泉
葛
城
山
八
大
龍
王
社
の
「
お
た
ま
し
の

鏡
」
を
二
軒
一
組
と
な
り
、
村
中
全
軒
が
輪
番
で
預
っ
て
い
る
。
こ
の
代
表
の

家
の
こ
と
を
、
神
主
と
呼
称
し
て
い
る
。
塔
原
で
は
、
三
十
五
軒
く
ら
い
あ
る

の
で
、
十
七
、
十
八
年
に
一
回
神
主
が
ま
わ
っ
て
く
る
と
い
う
（
堀
田
博
一
様

和泉葛城山にある八大龍王社葛城踊り（弥勒寺境内 2013/8/14）

昭
和
三
十
一
年
生
）
。

ま
た
、
五
ケ
荘
の
村
々
で
は
、

藩
主
や
藩
主
代
参
の
際
の
役
割
負

担
で
あ
る
、
お
膳
の
支
度
、
道
案

内
、
弁
当
の
準
備
な
ど
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
八
大
龍
王
の
共

同
祭
祀
の
み
な
ら
ず
、
岸
和
田
藩

か
ら
参
詣
が
あ
っ
た
折
に
は
お
世

話
を
す
る
よ
う
な
役
割
も
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

(6)

現
在
、
五
ケ
荘
で
続
い
て
い
る
こ

と
は
、
七
月
、
八
月
、
九
月
に
町
会

長
や
役
員
が
和
泉
葛
城
山
に
参
拝
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
他
、
五

ケ
荘
の
寄
合
が
年
に
一
回
二
月
頃
に

実
施
さ
れ
る
と
い
う
（
堀
田
博
一
様

昭
和
三
十
一
年
生
）
。

ま
た
、
和
泉
葛
城
山
へ
の
登
山
口

の
ひ
と
つ
が
あ
り
、
五
ケ
荘
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
蕎
原
」
に
は
次
の
よ
う
な
伝
承
が
『
和
泉
名
所
図
会
』
（
寛
政
七

年
（
一
七
九
五
）
成
立
）
巻
之
三
に
あ
る
。

石
宝
殿

蕎
麦
原
村
よ
り
十
町
許
山
上
に
あ
り
。
牛
滝
山
よ
り
三
十
一

町
な
り
。
土
人
、
こ
ゝ
を
葛
城
山
と
い
ふ
。
葛
城
は
大
和
国
也
。
こ
れ
よ

享保十四年に五ケ庄中で寄進した手水鉢同右
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り
八
里
許
東
也
。〔
峯
中
記
〕
云
、
当
山
蕎
麦
原
の
宮
は
、
天
神
、
八
幡
、

八
大
金
剛
童
子
、
仏
僧
の
滝
、
行
者
の
護
摩
所
あ
り
。
不
動
は
行
者
の
作

也
。
下
の
道
の
衢
に
、
石
像
の
地
蔵
あ
り
。
奥
に
三
重
の
滝
あ
り
。
又
、

廿
町
麓
に
滝
あ
り
。
石
に
梵
字
を
鐫
る
。
即
、
行
者
の
筆
跡
跡
と
そ
。
俚

諺
曰
、
岸
和
田
の
城
主
、
国
初
の
と
き
、
此
山
に
遊
猟
し
、
白
鹿
を
獲
る
。

其
時
、
雷
鳴
震
動
し
て
、
士
卒
大
に
恐
れ
、
山
下
に
趨
る
。
其
後
、
城
主

よ
り
石
室
を
い
と
な
み
て
、
葛
城
山
一
言
主
神
を
勧
請
す
。
こ
れ
よ
り
、

土
人
、
葛
城
山
、
或
は
石
宝
殿
と
口
称
す
。

(7)

と
あ
り
、
岸
和
田
藩
主
が
和
泉
葛
城
山
で
白
鹿
を
狩
猟
し
た
時
に
、
雷
鳴
し
た

こ
と
に
よ
り
、
此
の
山
を
恐
れ
、
石
室
を
つ
く
り
祀
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

雷
が
鳴
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
雨
と
関
わ
り
を
主
張
し
な
が
ら
も
、
葛
城
山

に
石
室
を
造
り
、
祀
っ
た
理
由
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
こ
れ
以
降
、
和
泉
葛
城
山
は
岸
和
田
藩
主
も
信
仰
す
る
よ
う

な
山
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
大
旱
魃
年
の
和
泉
葛
城
山
で
の
雨
乞
い(

別
表

参
照)

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
大
旱
魃
の
年
の
雨
乞
い
の
様
子
を
『
葛
城
峰
宝
仙

山
萬
覚
書
』
（
別
表
）
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

こ
こ
で
、
注
目
す
る
こ
と
は
、
雨
乞
い
は
五
ケ
荘
の
相
談
に
よ
り
決
め
る
の

で
は
な
く
、
藩
主
よ
り
命
令
の
あ
っ
た
時
に
、
雨
乞
い
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ

る(

七
月
三
日)

。
藩
命
と
は
い
い
な
が
ら
も
、
そ
の
信
心
の
度
合
い
に
よ
っ
て
、

雨
の
降
る
量
が
異
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
七
月
十
日
）
。

そ
し
て
、
和
泉
葛
城
山
の
八
大
龍
王
だ
け
で
は
な
く
、
土
生
滝
村
の
雨
降
明

神
（
延
喜
式
内
社

意
賀
美
神
社
）
へ
も
、
さ
ら
に
雨
降
り
を
祈
願
す
る
た
め

か
、
餅
を
奉
献
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
八

月
四
日
）
。
な
お
、
雨
降
明
神
境
内
に

は
、
津
田
川
が
流
れ
て
お
り
、
そ
の
本

(8)

流
に
「
雨
降
り
の
滝
」
と
称
す
る
滝
が

存
在
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
和
泉
葛
城
山
の
八

大
龍
王
で
雨
乞
い
を
し
て
も
雨
が
降
ら

な
い
場
合
は
、
土
生
滝
村
の
雨
降
明
神

（
意
賀
美
神
社
）
に
協
力
を
要
請
し
た

の
で
あ
っ
た
。

四
、
脇
浜
と
和
泉
葛
城
山
の
八
大
龍
王
社

五
ケ
荘
の
一
ケ
村
で
あ
る
木
積
に
残
る
「
木
積
共
有
記
録
」
の
寛
政
六
年
（
一

(9)

七
九
四
）
の
記
録
に
は
、

寛
政
六
年

一
、
扨
段
々
と
打
続
テ
之
日
照
ニ
付
、
七
月
廿
九
日
五
ケ
庄
岸
和
田
へ
罷

出
、
清
八
方
ニ
而
相
談
い
た
し
、
八
月
朔
日
ゟ
五
日
之
間
五
ケ
庄
村
々
神

主
壱
人
ツ
ツ
並
ニ
役
人
壱
人
ツ
ツ
葛
城
山
ニ
而
朝
五
ツ
時
揃
ひ
之
積
ニ

而
上
下
着
用
い
た
し
候
而
、
五
ツ
時
ゟ
八
ツ
時
迄
神
前
ニ
而
相
篭
り
可
レ

申
筈
ニ
相
決
し
申
候
、
右
之
段
則
岸
和
田
早
木
庄
右
衛
門
様
方
へ
御
訴

雨降りの滝（意賀美神社境内）
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奉
二

申
上
一

置
候
然
ル
処
、
弥
朔
日
ゟ
雨
請
い
た
し
候
処
、
朔
日
之
昼
之

七
ツ
時
分
よ
り
半
時
斗
り
雨
ふ
り
、
又
翌
二
日
昼
之
九
ツ
過
ゟ
ふ
り
出

し
半
時
程
も
ふ
り
申
候
ニ
付
、
岸
和
田
表
へ
右
之
段
御
届
ケ
申
上
置
候
、

雨
請
も
二
日
切
ニ
引
き
申
候
、
七
日
木
積
村
ニ
而
本
踊
り
之
相
談
い
た
し

候
、
八
月
十
六
日
御
鬮
シ
上
ケ
申
候
、
い
よ
い
よ
十
六
日
也
、
御
奉
行
様

申
様
ハ
木
積
村
始
メ
也

一
、
八
月
五
日
御
代
官
役
所
へ
御
召
ニ
而
罷
出
候
処
、
雨
請
願
礼
之
義
先

例
之
通
ニ
い
た
し
候
様
ニ
と
五
ケ
庄
へ
被
二

仰
付
一

候
八
月
六
日
中
与
左

衛
門
様
葛
城
山
へ
金
三
百
疋
御
持
参
ニ
而
御
代
参
御
社
参
被
レ

成
候

以
上
今
年
雨
請
踊
り
葛
城
山
へ
十
度
の
ぼ
り
申
候
、
御
上
様
へ
踊
飯
米

御
歎
申
上
候
、
先
ニ
五
ケ
庄
へ
米
ノ
御
手
形
七
石
被
ニ

成
下
一

候
、
則
三

ツ
割
ニ
い
た
し
遣
ス

又
々
日
て
り
ニ
相
成
候
付

上
下
拾
人
、
法
印
と
も
也
、
山
へ
登
り
御
人
数

岸
和
田
千
手
院
へ
雨
乞
被
二

仰
付
一

候
、
八
月
十
一
日
ゟ
十
五
迄
日
数
五

日
之
間
被
二

仰
付
一

候
、
依
レ

之
村
々
御
国
中
之
雨
乞
は
延
引
候
様
ニ
と
廻

状
相
廻
り
申
候
、
十
二
日
七
ツ
過
ゟ
曇
天
ニ
相
成
り
則
今
日
御
郡
代

坂

井
加
左
衛
門
様
為
二

御
代
参
一

金
百
疋
御
持
参
ニ
而
御
参
詣
被
レ

成
候

十
五
日
為
二

御
代
参
一

久
野
三
郎
兵
衛
様
御
参
詣
被
レ

遊
、
尤
金
百
疋
、
十

五
日
迄
雨
ふ
り
申
候
、
又
々
十
六
日
よ
り
廿
日
迄
五
日
之
雨
乞
千
手
院

被
二

仰
付
一

候
、
十
八
日
御
代
参
堀
郷
勝
右
衛
門
様
、
十
七
日
之
夜
ル
雨

ふ
り
申
候
、
十
八
日
ニ
も
少
分
ふ
り
申
候
、
十
九
日
雨
ふ
り
申
候
、
廿
日

ニ
ハ
国
一
同
ニ
雨
ふ
り
申
候
ニ
付
、
御
歓
申
候
而
岸
千
手
院
ニ
も
廿
日

九
ツ
前
ニ
山
ヲ
も
さ
か
り
申
候
、
夫
ゟ
段
々
日
々
雨
ふ
り
申
候

一
、
今
年
ハ
大
旱
損
し
ニ
付

御
殿
様
ニ
も
脇
浜
龍
王
江
日
々
之
御
参
詣
可
レ

被
レ

遊
候
、
依
レ

之
御
郡
代

様
御
地
方
様
御
代
官
様
御
山
方
様
ニ
も
日
々
御
詣
被
レ

成
候

と
あ
る
。
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
は
、
非
常
に
旱
魃
が
続
い
た
よ
う
で
、
御

殿
様
に
も
脇
浜
龍
王
へ
日
々
の
参
詣
を
懇
願
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
和
泉
葛
城
山
の
八
大
龍
王
へ
の
参
詣
や
雨
乞
い
踊
り
な
ど
で

祈
願
が
成
就
し
た
後
で
も
、
旱
魃
が
ひ
ど
い
年
に
は
、
藩
主
（
御
殿
様
）
を
は

じ
め
と
し
た
人
達
は
、
脇
浜
浦
の
八
大
龍
王
へ
日
々
の
雨
乞
の
た
め
の
参
詣
を

し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
次
に
、
和
泉
葛
城
山
を
源
流
と
す
る
河
川
と
こ
の
よ
う
な
祭
祀
場

所
が
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
か
を
見
て
い
き
た
い
。

五
、
和
泉
葛
城
山
を
発
す
る
水
系
と
雨
乞
い
の
信
仰

和
泉
葛
城
山
を
源
流
と
す
る
河
川
に
は
、
近
木
川
と
津
田
川
が
存
在
す
る
。

拙
稿
「
津
田
川
を
考
え
る
―
行
基
の
開
発
と
近
木
川
と
の
関
わ
り
の
中
で
―
」(10)

で
は
、
古
代
、
近
木
川
沿
い
に
行
基
伝
承
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
近
木
川
は

行
基
集
団
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
津
田
川
沿
い
で
あ
れ
ば
、

秦
氏
と
関
わ
り
の
あ
る
遺
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
秦
氏
と
関
わ
り
の
あ
る
人
達

に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
河
川
に

水
利
権
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
論
じ
た
。

こ
の
近
木
川
や
津
田
川
の
両
河
川
は
、
和
泉
葛
城
山
を
発
し
、
大
阪
湾
に
注
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ぐ
河
川
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
関
わ
り
が
深
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
和
泉
葛
城
山
の
西
に
位
置
す
る
犬
鳴
山
、
和
泉
葛
城
山
の
東
に
位

置
す
る
牛
滝
山
に
お
い
て
も
雨
乞
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
地
域
は
、
溜
池
が
多
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
に

対
す
る
祈
願
が
特
に
強
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
八
大
龍
王
が
勧
請
さ
れ
た
和
泉
葛
城
山
を
源
と
し
た

近
木
川
及
び
津
田
川
沿
い
に
、
雨
乞
い
と
か
か
わ
り
の
あ
る
八
大
龍
王
な
ど
が

祭
祀
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
見
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
最
初
に
、
河
口
に
八
大
龍
王
（
龍
王
廟
、
龍
王
宮
）
が
祭
祀
さ
れ
て

い
る
近
木
川
沿
い
の
上
流
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

『
和
泉
名
所
図
会
』
巻
之
三
「
木
積
観
音
」
に
は
、

木
積
村
に
あ
り
。
行
基
菩
薩
、
畿
内
に
四
十
九
院
を
建
給
ふ
時
、
其
材
木

を
和
泉
国
木
嶋
の
杣
山
よ
り
出
す
。
当
境
は
其
木
を
積
置
く
所
也
。
此
ゆ

へ
に
、
木
積
と
い
ふ
。
観
音
寺
に
、
行
基
み
つ
か
ら
作
り
給
ふ
観
世
音
を

安
す
。

と
あ
る
。
こ
の
観
音
寺
の
お
堂
は
釘
を
一
本
も
使
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
通

称
「
釘
無
堂
（
孝
恩
寺
）
」
と
呼
称
さ
れ
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

孝
恩
寺
の
収
蔵
庫
内
に
は
、
平
安
時
代
作
の
水
の
神
で
あ
る
八
大
龍
王
の
一
柱

(11)

で
あ
る
跋
難
陀
龍
王
像
や
難
陀
龍
王
像
と
い
っ
た
重
要
文
化
財
が
あ
る
。
こ
の

(12)

お
堂
の
真
下
を
、
和
泉
葛
城
山
源
流
の
近
木
川
が
流
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
近
木
川
中
流
に
、
高
城
山
を
源
流
と
す
る
秬
谷
川
と
合
流
す
る
地

点
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
龍
谷
山
水
間
寺
が
創
建
さ
れ
て
い
る
。
水
間
寺
で
は

毎
年
七
月
十
八
日
に
「
井
堰
祭
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
大
越
勝
秋
氏
の
調
査
に

(13)

よ
れ
ば
、

毎
年
七
月
十
八
日
、
水
間
寺
上
座
で
は
、
住
職
・
寺
僧
た
ち
が
水
間
寺
金

堂
で
勤
行
を
行
い
、
五
本
の
御
幣
に
祈
祷
を
な
す
。
秬
谷
川
に
か
か
る
通

天
橋
上
に
机
を
出
し
、
住
職
・
寺
僧
ら
が
整
列
し
、
五
本
の
御
幣
・
山
海

の
幸
を
豊
か
に
そ
な
え
、
祈
祷
を
な
し
、
四
ケ
所
の
井
堰
と
、
水
間
寺
の

裏
山
に
ま
つ
る
雨
の
神
、
八
大
龍
王
に
そ
れ
ぞ
れ
一
本
づ
つ
御
幣
を
当
番

の
寺
僧
が
お
供
え
し
、
今
年
も
水
の
出
が
順
調
で
あ
る
こ
と
を
祈
願
し
、

さ
ら
に
豊
作
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
厳
粛
に
と
り
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
さ
れ
て
い
る
。
「
井
堰
祭
」
の
際
に
、
四
ケ
所
の
井
堰
だ
け
で
は
な
く
、
裏

山
に
ま
つ
る
雨
の
神
で
あ
る
八
大
龍
王
に
も
水
の
出
を
祈
願
す
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
六
月
に
作
成
さ
れ
た
水
間
寺
の
境
内
図
「
泉

州
岸
和
田
領
南
部
龍
谷
山
水
間
寺
境
内
并
山
林
之
事
」(

絵
図)

に
も
「
経
岡
八

大
龍
王
」
と
い
う
八
大
龍
王
が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
八
大
龍

王
社
は
、
現
在
、
秬
谷
川
の
河
沿
い
に
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
い
つ
頃
か
ら
祀
ら

れ
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
、
大
越
勝
秋
氏
の
調
査
に
よ
れ

(14)

ば
、

水
間
寺
は
、
近
木
川
の
上
流
蕎
原
川
と
秬
谷
川
と
が
合
流
す
る
地
に
建
て

ら
れ
て
い
る
。
秬
谷
川
即
ち
水
間
寺
裏
口
に
は
、
木
島
の
西
井
堰
、
小
久

保
西
井
堰
が
あ
り
、
蕎
原
川
即
ち
水
間
寺
前
面
に
は
木
島
の
本
井
堰
と
小

久
保
本
井
堰
と
合
計
四
ケ
所
に
井
堰
が
設
け
ら
れ
、
木
島
水
系
、
近
木
庄

水
系
の
取
水
口
と
な
っ
て
い
る
。

せ
き
と
め
ら
れ
た
水
は
、
一
つ
は
近
木
庄
水
系
に
よ
っ
て
、
行
基
が
築

い
た
と
伝
え
ら
れ
る
永
寿
池
に
貯
え
ら
れ
、
さ
ら
に
橋
本
、
堤
、
王
子
、
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窪
田
方
面
の
池
に
移
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
水
田
に
灌
漑
さ
れ
る
。

一
方
木
島
の
本
井
堰
、
西
井
堰
の
二
本
の
幹
線
水
路
か
ら
、
木
島
水
系

を
通
じ
て
木
島
地
区
の
数
多
く
の
用
水
池
に
貯
え
ら
れ
、
さ
ら
に
岸
和
田

市
の
流
木
、
極
楽
寺
、
畑
方
面
の
水
田
に
灌
漑
さ
れ
て
い
る
。

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
水
間
寺
は
近
木
川
の
水
系
と
秬
谷
川
（
木

島
水
系
）
の
水
系
の
分
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
津
田
川
沿
い
に
は
、「
三
、
大
旱
魃
年
の
和
泉
葛
城
山
で
の
雨
乞
い
」

で
、
「
雨
降
明
神
」
と
あ
る
よ
う
に
現
在
の
意
賀
美
神
社
で
雨
乞
い
を
し
て
い

(15)

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
上
流
の
神
於
寺
の
「
神
於
寺
縁
起
」
の
第
五
段
に
は
、

二
人
の
龍
神
を
は
金
堂
の
東
西
に
住
せ
し
む
、
ま
つ
一
人
ハ
東
の
尾
に
こ

れ
あ
り
、
竜
の
尾
の
宝
殿
こ
れ
な
り
、
又
、
当
山
の
い
ぬ
ゐ
の
す
み
に
一

の
た
き
あ
り
、
赤
日
し
き
り
に
て
ら
し
、
青
苗
た
ち
ま
ち
に
か
る
ゝ
時
、

最
勝
王
経
を
講
す
れ
は
天
雨
を
く
た
し
て
旱
土
を
う
る
を
す
、
か
る
か
ゆ

へ
に
雨
降
の
た
き
と
な
つ
く
、
あ
め
ふ
ら
ん
と
す
る
時
は
、
り
う
の
を
よ

り
こ
の
た
き
に
雲
か
な
ら
す
た
な
ひ
き
た
る
ぬ
の
を
ひ
け
る
す
か
た
に
に

た
り
、
か
る
か
ゆ
へ
に
ぬ
の
ひ
き
の
や
ま
と
い
ふ
、
雷
電
又
な
り
わ
た
る
、

か
る
か
ゆ
へ
に
神
な
り
の
山
と
な
つ
く
、

と
あ
る
。
つ
き
従
っ
て
い
た
龍
神
の
う
ち
、
一
人
を
東
の
尾
に
祀
っ
た
。
も
う

一
人
を
北
西
の
隅
に
祀
り
、
龍
神
の
功
徳
に
よ
っ
て
雨
を
降
ら
せ
る
の
で
、
雨

降
の
滝
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
『
泉
州
志
』
（
元
禄
十
三
年
＝
一
七
〇
〇
）
巻
四
の
「
布
引
山
神
於

寺
」
に
は
、

布
引
山
神
於
寺

本
尊
観
音

天
台
宗

役
ノ

行
者
開
創
之
後
百
済
国
ノ

沙
門
光
忍
再
興
之
地
也

今
坊
舎
十
餘
戸

在
リ

矣
法
螺
一
口
為
二

当
寺
第
一
ノ

什
具
ト

一

也

縁
起
山
ノ

上
ニ

有
二

神
社
一

社
僧
ノ

説
ニ

曰
フ

二

宝
勝
権
現
ト

一

余
按
延
喜
神
名
帳
二

所
謂
ル

和
泉
ノ

郡
意
賀

美
ノ

神
社
歟
神
於
寺
者
即
此
ノ

社
ノ

神
宮
寺
也
凡
ソ

此
ノ

山
之
絶
勝
タ
ル

也(

後

略)

と
あ
り
、
神
於

寺
は
雨
降
明
神

(

意
賀
美
神
社)

の
神
宮
寺
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
縁
起
中
の

「
雨
降
の
滝
」

は
雨
降
明
神(

意

賀
美
神
社)

の
こ

と
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
近
木
川
水
系
の
上
流
・
中
流
・
河
口
で
八
大
龍
王
が
祀
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
葛
城
山
の
雨
水
は
、
近
木
川
や
津
田
川
な
ど

を
通
じ
て
流
れ
、
河
口
に
達
す
る
こ
と
か
ら
も
、
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ

う
に
、
脇
浜
の
八
大
龍
王
が
、
同
じ
水
系
上
流
の
和
泉
葛
城
山
に
祀
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
次
に
、
和
泉
葛
城
山
を
源
と
す
る
近
木
川
や
津
田
川
に
お
い
て
、

な
ぜ
八
大
龍
王
が
祭
祀
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
を
考
え
た
い
。

神於寺境内
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六
、
行
基
と
龍
神
信
仰

ま
ず
、
最
初
に
、
鎌
倉
初
期
以
前
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
諸
山

縁
起
』
に
は
、

(16)四
十
八

龍
の
宿
、
龍
の
多
輪
（
人
記
品
第
九
。
一
千
二
百
三
十
七
字
な

り
。
行
基
の
堂
所
は
多
輪
に
四
あ
り
。
閼
伽
の
井
あ
り
。
出
世
の
法
文
、

出
世
の
宝
あ
り
。
口
伝
あ
り
。
）

と
あ
り
、
和
泉
葛
城
山
の
八
大
龍
王
の
地
は
、
鎌
倉
初
期
に
は
す
で
に
、
葛
城

修
験
路
で
あ
り
「
龍
の
宿
、
龍
の
多
輪
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
「
龍
の
多
輪
」
は
行
基
の
堂
所
と
な
す
所
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
嘉

永
三
年
（
一
八
五
〇
）
成
立
の
『
葛
嶺
雑
記
』
の
「
嶺
の
龍
王
」
に
は
、

嶺
の
龍
王

同
国
同
郡
（
泉
南
郡
）
同
領
（
岸
和
田
藩
領
）
塔
原
村
の
嶺

に
有
、
五
ヶ
村
の
氏
神
と
い
ふ

本
社
八
大
龍
王
晴
雨
に
か
ゝ
は
ら
ず
此
高
ね
に
氏
子
の
輩
日
供
を
運
び
奉

る
。

と
あ
り
、
五
ヶ
村
の
氏
神
で
、
八
大
龍
王
に
晴
雨
に
か
か
わ
ら
ず
毎
日
お
供
え

を
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
江
戸
末
期
に
は
、
す
で
に
和
泉
葛
城
山
は
八
大
龍

王
の
鎮
座
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
龍
の
宿
、
龍
の
多
輪
」
な
ど
と
言
わ
れ
な

く
な
り
、
行
基
と
の
関
わ
り
も
記
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、
近
木
川
と
津
田
川
の
行
基
伝
承
の
地
と
龍
神
と
の
関
わ
り
を
次
に

み
て
い
き
た
い
。

⑴

近
木
川
水
系

近
木
川
水
系
に
お
い
て
、
行
基
と
か
か
わ
り
の
あ
る
場
所
は
、
釘
無
堂
（
孝
恩

寺
）
の
観
世
音
、
龍
谷
山
水
間
寺
の
開
基
伝
承
、
永
寿
池
の
造
成
、
河
口
の
神

前
の
船
息
で
あ
る
。
そ
の
内
、
行
基
と
龍
神
が
か
か
わ
る
伝
承
と
し
て
『
和
泉

名
所
図
会
』
巻
之
三
に
は
、

龍
谷
山
水
間
寺

水
間
村
に
あ
り
。
水
間
川
の
水
源
は
二
流
あ
り
。
一
つ

は
、
大
川
村
の
東
よ
り
出
て
大
川
と
い
ふ
。
一
は
、
蕎
麦
原
村
よ
り
出
て

蕎
麦
原
川
と
い
ふ
。
倶
に
水
間
に
至
り
、
相
合
ふ
て
水
間
川
と
い
ふ
。
二

流
の
中
間
に
あ
れ
ば
、
水
間
と
い
ふ
。

本
尊
正
観
音
赤
栴
檀
。
長
、
四
寸
。
天
竺
文
殊
菩
薩
の
作
。
む
か
し
、
天

平
十
六
年
、
聖
武
天
皇
、
霊
夢
を
感
し
給
ひ
、
行
基
に
当
山
を
見
せ
し
め

給
ふ
に
、
滝
の
本
よ
り
龍
神
顕
れ
、
忽
、
老
翁
と
化
し
語
ッ
て
曰
、
こ
ゝ

に
、
天
竺
霊
鷲
山
の
霊
仏
文
殊
の
作
り
給
ふ
観
世
音
の
尊
像
あ
り
。
こ
れ

を
帝
に
上
り
、
仏
閣
を
営
給
は
ゝ
、
国
家
長
久
な
ら
ん
と
告
る
。
行
基
、

即
、
此
よ
し
を
奏
し
、
霊
場
を
建
営
し
給
ふ
。
（
後
略
）

と
あ
り
、
滝
か
ら
顕
れ
た
龍
神
が
老
翁
と
な
り
行
基
に
寺
を
開
基
す
る
よ
う
に

告
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
水
間
寺
は
龍
神
を
地
神
（
鎮
守
神
）
と
す
る
寺
で
あ
り

行
基
に
始
ま
る
と
伝
え
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
も
う
一
方
の
津
田
川
水
系
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

⑵

津
田
川
水
系

一
方
、
津
田
川
水
系
に
あ
る
神
於
寺
の
「
神
於
寺
縁
起
」
の
第
七
段
に
は
、

(17)

（
前
略
）

し
か
る
に
行
基
菩
薩
済
度
利
生
の
あ
ま
り
、
神
亀
二
年
き
の
と

の
う
し

当
山
の
北
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の
ふ
も
と
に
一
の
大
池
を
つ
き
給
く
め
た
の
い
け

と

か

う

す

、

そ
の
時
天
衆
白
人
と
な
り

て
ち
か
ら
を
あ
ハ
せ
、
地
神
黄
牛
と
変
し
て
こ
ゝ
ろ
を
な
し
く
す
、
し
か

の
み
な
ら
す
善
哉
童
子
ハ
は
こ
ふ
に
鷲
峯
山
の
つ
ち
を
も
て
し
、
大
聖
老

人
ハ
く
わ
う
る
に
清
涼
山
の
い
さ
こ
を
も
ち
て
す
、
し
か
り
と
い
ゑ
と
も

風
雨
時
を
違
、
水
便
な
か
れ
ほ
そ
き
あ
い
た
、
は
る
の
天
に
用
水
た
ゝ
へ

か
た
く
、
な
つ
の
日
に
池
溝
か
は
き
や
す
し
、
こ
れ
に
よ
り
て
菩
薩
当
山

に
よ
ち
の
ほ
り
て
祈
請
し
て
の
給
く
、
そ
れ
い
け
は
こ
れ
人
倫
の
い
の
ち

国
家
の
か
た
ち
な
り
、
ね
か
ハ
く
ハ
と
し

く
竜
神
を
し
て
い
け
に
通
せ

し
め
、
よ
り

く
霖
雨
を
し
て
国
に
そ
ゝ
か
し
め
給
へ
、
ち
な
み
に
八
不

正
観
を
こ
ら
い
し
か
は
、
覚
母
三
衣
の
た
も
と
に
現
し
、
五
字
真
言
を
誦

せ
し
か
は
、
獅
子
一
歩
の
あ
ひ
た
に
あ
ら
は
る
、
（
後
略
）

と
あ
る
。
神
亀
二
年
（
七
二
五
）
に
行
基
菩
薩
が
、
神
於
山
の
麓
に
久
米
田
池

を
造
っ
た
が
、
水
便
が
わ
る
か
っ
た
の
で
、
神
於
山
の
龍
神
に
祈
っ
た
と
こ
ろ
、

獅
子
が
現
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
寺
院
は
荒
廃
し
て
い
っ
た
の
で

あ
っ
た
。

ま
た
、
津
田
川
上
流
に
は
次
の
よ
う
な
堰
が
あ
る
。

諸
兄
堰
と
い
へ
る
は
津
田
川
の
上
流
に
あ
り
。
捨
石
の
如
き
石
数
個
に
て

堰
止
め
、
両
方
に
分
水
せ
る
も
の
に
し
て
、
数
百
年
を
過
ぐ
る
も
曾
て
緩

み
し
こ
と
な
く
、
傳
へ
て
橘
諸
兄
の
為
せ
し
所
な
り
と
い
ふ
。

(18)

と
あ
り
、
橘
諸
兄
の
名
が
つ
い
た
堰
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

な
お
、
先
の
久
米
田
池
は
聖
武
天
皇
が
行
基
と
橘
諸
兄
に
命
じ
て
築
造
さ
れ
た

池
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

貝
塚
と
岸
和
田
の
境
を
流
れ
出
る
津
田
川
の
水
源
と
も
い
う
べ
き
神
於
山

の
神
に
雨
を
祈
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

七
、
五
ケ
荘
の
耕
作
と
産
物

最
後
に
、
近
木
川
水
系
と
津
田
川
水
系
の
水
源
と
な
る
和
泉
葛
城
山
の
八
大

龍
王
を
祭
祀
し
て
い
る
五
ケ
荘
と
は
、
ど
ん
な
村
で
あ
ろ
う
か
み
て
い
き
た
い
。

元
禄
初
年
（
一
六
八
八
）
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
泉
州
志
補
遺
』
に
は
、
以
下

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

岡
部
美
濃
守
様
知
行
所

南
郡

五
ケ
庄

河
合
村

一

高
三
百
弐
拾
五
石
六
斗
六
升
壱
合

『
庄
屋

菊
右
ヱ
門
』

内

山
・
茶
年
貢
八
石
壱
斗
弐
升
四
合
共

外
高
拾
九
石
五
斗
七
合

新
開
発
畠

一

稲
は
（
ち
ん
こ
わ
せ
）
中
稲
（
大
川
・
み
や
こ
ほ
せ
）
晩
稲
（
す
く

ば
り
）
五
月
節
よ
り
十
七
・
八
日
過
ぎ
四
・
五
日
の
間
に
植
付
る
。

立
毛
は
秋
の
彼
岸
よ
り
九
月
中
迄
刈
り
入
れ
る
。

一

水
は
井
池
が
ゝ
り

木
わ
た
な
し

一

麦
は
大
麦
（
や
は
す
・
は
だ
か
ち
ん
こ
）
小
麦
少
し

内

菜
種
壱

分
程
作
る
、
秋
の
土
用
過
蒔
明
け
る
。
五
月
節
迄
に
刈
り
入
れ

一

蕎
麦
・
大
豆
・
た
ば
こ
・
芋
作
る
。

一

柴
・
渋
柿
・
好
類
有
り
。
『
柴
・
木
・
竹
材
・
好
類
あ
り
。
』

一

九
頭
神
村
・
西
出
村
・
船
渡
村
・
白
原
村
等
は
河
合
村
の
内
也

岡
部
美
濃
守
様
御
知
行
所

南
郡

五
ケ
庄

相
川
村
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一

高
百
七
拾
石
三
斗
壱
合

『
庄
屋

弥
右
衛
門
』

但
し
内
四
石
三
升
八
合

山
・
茶
・
年
貢
共

外
高
壱
石
三
斗
五
升
三
合

新
開
田

耕
作
物
・
水
が
ゝ
り
・
河
合
村
同
断

一

茶
・
柿
・
柴
・
好
類
有
り
。
『
木
綿
な
し
渋
あ
り
』

岡
部
美
濃
守
様
御
知
行
所

南
郡

五
ケ
庄

塔
原
村

一

高
百
五
拾
壱
石
五
斗
九
升
三
合

『
庄
屋

庄
左
ヱ
門
』

但
し
四
石
六
升
弐
合

炭
・
茶
・
山
年
貢

外
高
拾
五
石
弐
斗
弐
升
弐
合

新
開
田
畠

耕
作
物
・
水
が
ゝ
り
相
川
村
同
断

一

茶
・
渋
・
柴
・
割
木
・
炭
・
好
類
・
柿
あ
り
。
『
葛
城
山
へ
是
村
よ

り
登
る
』

岡
部
美
濃
守
様
御
知
行
所

南
郡

五
ケ
庄

蕎
原
村

一

高
弐
百
四
拾
五
石
三
斗
弐
升
壱
合

『
庄
屋

弥
右
ヱ
門
』

内
七
石
七
斗
七
升
二
合

但
炭
・
山
・
茶
年
貢
共

外
高
四
石
八
斗
四
升
三
合

新
開
田
畠

耕
作
物
・
水
が
ゝ
り
・
塔
原
村
同
断

一

炭
・
茶
・
柴
・
割
木
・
渋
柿
好
類
有
り
。

岡
部
美
濃
守
様
御
知
行
所

南
郡

五
ケ
庄

木
積
村

一

高
六
百
四
拾
五
石
五
斗
三
升
八
合

『
庄
屋

勘
兵
衛
』

内
拾
参
石
六
斗
八
升
壱
合

但
し
茶
・
山
年
貢
共

外
高
弐
拾
壱
石
三
斗

新
開
田
畑

耕
作
物
・
水
が
ゝ
り
・
河
合
村
同
断
・
木
わ
た
三
分
・
茶
・
柴
・
割

木
・
渋
柿
『
た
ば
こ
名
物
也
』

『
右
五
ケ
の
庄
山
よ
り
柴
・
薪
・
竹
・
木
・
果
物
類
毎
日
貝
塚
・
岸

和
田
へ
売
出
す
。
此
谷
内
は
凡
そ
壱
里
半
程
あ
り
。
』

一

片
山
村
・
下
出
村
・
南
山
村
・
脇
出
村
・
男
内
畑
村
・
上
出
村
・
小

原
出
村
・
右
木
積
村
高
の
内
也

五
ケ
荘
で
共
通
し
て
い
る
も
の
は
、
稲
や
茶
な
ど
の
耕
作
物
で
あ
る
。
そ
の

他
の
産
物
と
し
て
は
、
柴
・
割
木
も
し
く
は
炭
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
木
を
原

料
と
し
た
も
の
と
な
る
。

現
に
、
塔
原
村
の
藤
原
正
己
さ
ん
（
昭
和
七
年
生
）
の
お
話
で
は
、

杉
・
松
・
檜
な
ど
を
、
山
か
ら
伐
り
倒
し
て
、
岸
和
田
の
土
生
や
阿
間
河

滝
ま
た
は
熊
取
の
五
門
ま
で
、
牛
車
で
運
ん
で
行
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
材
木
よ
り
も
、
柴
・
割
木
・
枝
な
ど
を
売
っ
て
生
活
を
し
て
い
た
。

六
十
年
く
ら
い
前
は
、
柴
は
一
束
百
円
だ
っ
た
。
塔
原
に
は
炭
（
堅
炭
）

を
焼
い
て
い
た
人
も
い
て
、
炭
俵
三
貫
目
を
三
百
円
で
売
っ
て
い
た
。

と
あ
り
、
戦
後
ま
で
は
、
木
を
売
っ
て
生
活
の
糧
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
泉
州
志
補
遺
』
に
も
「
右
五
ケ
の
庄
山
よ
り
柴
・
薪
・
竹
・
木
・
果
物
類
毎

日
貝
塚
・
岸
和
田
へ
売
出
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
貝
塚
や
岸
和
田
の
町
で

は
、
こ
の
辺
り
の
木
を
燃
料
と
し
て
使
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
同
村
（
塔
原
村
）
の
堀
田
博
一
さ
ん
（
昭
和
三
十
一
年
生
）
の
お
話
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で
は
、田

圃
に
は
、
年
貢

米
と
自
分
の
家
で

食
べ
る
分
く
ら
い

の
米
し
か
作
ら
な

か
っ
た
と
い
う
。

村
に
は
塔
原
村
と

同
じ
く
ら
い
の
広

さ
の
田
圃
が
あ
り
、

そ
こ
を
、
「
上
平
」

（
「
ウ
ワ
ダ
ラ
」
「
ウ

エ
ダ
イ
ラ
」
）
と
呼

ん
で
い
た
。
昔
、

お
殿
様
が
、
そ
こ

の
米
を
食
べ
た
の

で
そ
う
呼
ん
だ
と

い
う
。

「
上
平
」
と
呼
ば
れ

る
田
圃
は
、
村
よ
り
高

い
所
に
あ
り
、
そ
こ
の

部
分
の
み
が
、
平
地
で
あ
る
。
一
番
山
手
に
は
、
溜
池
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
同

氏
は
「
山
か
ら
ひ
い
て
い
る
水
さ
え
涸
れ
な
か
っ
た
ら
、
田
圃
を
耕
作
す
る
水

は
、
十
分
足
り
た
と
い
う
」
の
で
あ
る
。
な
お
、
堀
田
氏
の
お
父
様
は
、
材
木

（2013年撮影）塔原村で薪・割木などを軒先に積んでいる家々

業
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
周
辺
少
な
く
と
も
塔
原
村
で
は
、
近
年
ま
で
、
木
を

売
っ
て
生
活
を
営
ん
で
い
た
人
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
葛
城
峰
宝
仙
山
萬
覚
書
』
に
は
、

扨
弘
法
大
師
は
、
は
ん
に
や
は
ら
み
つ
た
と
、
と
な
へ
、
海
の
龍
王
え
き

せ
い
し
た
ま
へ
ば
、
た
ち
ま
ち
に
八
大
龍
王
、
泉
州
脇
浜
浦
に
あ
ら
わ
れ

出
た
ま
へ
ぬ
。
其
所
を
今
に
や
龍
王
島
と
い
ふ
な
り
。
弘
法
大
師
扨
八
大

龍
王
さ
ま
を
葛
城
峰
に
う
つ
し
た
ま
へ
ば
其
ま
ゝ
天
下
一
同
に
雨
ふ
り
五

こ
く
成
じ
ゆ
し
た
り
ぬ
。

と
あ
り
、
弘
法
大
師
が
海
の
龍
王
へ
祈
請
す
る
と
、
八
大
龍
王
が
泉
州
脇
浜
浦

に
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
の
所
を
龍
王
島
と
い
っ
た
。
こ
の
八
大
龍
王
を
葛
城
峰
に

う
つ
す
と
、
天
下
一
同
に
雨
が
降
り
五
穀
成
就
し
た
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
脇

浜
の
八
大
龍
王
は
岸
和
田
藩
内
の
雨
を
も
た
ら
す
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

こ
れ
と
類
似
し
た
伝
承
が
、
先
に
あ
げ
た
、
「
神
於
寺
縁
起
」
の
第
四
段
に

あ
る
。こ

ゝ
に
新
羅
の
神
人
は
る
か
に
大
廈
の
成
功
を
か
ゝ
み
、
行
者
の
誓
約
を

か
へ
り
み
て
、
影
向
を
り
を
へ
新
発
儀
を
も
よ
を
す
、
す
な
ハ
ち
雷
電
神

や
う
か
う

と
な
り
て
、
な
か
く
新
羅
の
故
宮
を
辞
し
て
い
そ
い
て
古
仙
の
旧
居
に
お

も
む
く
、
龍
神
を
左
右
に
め
し
く
し
、
式
神
を
前
後
に
あ
い
し
た
か
ふ
、
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時
に
風
雲
天
に
み
ち
、
雷
電
く
に
を
ひ
ゝ
か
す
、
つ
い
に
泉
州
南
の
こ
を

り
麻
生
の
北
の
う
ら
は
む
さ
き
の
松
に
い
た
り
ぬ
、
微
月
や
う
や
く
あ
ハ

ち
し
ま
に
か
た
ふ
き
、
明
星
し
は
し
か
つ
ら
き
の
み
ね
に
い
つ
る
と
き
、

行
法
振
鈴
の
ひ
ゝ
き
は
る
か
に
き
し
う
つ
な
み
に
こ
た
へ
、
般
若
転
読
の

こ
ゑ
か
す
か
に
松
ふ
く
か
せ
に
か
よ
ふ
、
時
に
行
者
朦
々
た
る
月
の
ま
へ

に
般
若
の
妙
偈
を

誦

し
、
颯
々
た
る
あ
ら
し
の
そ
ら
に
秘
密
の
神
咒
を

み
ょ
う
け

し
ゅ
し

さ
つ
さ
つ

し
ん
し
ゅ

誦
す
る
時
、
雷
音
は
る
か
に
海
上
に
ふ
る
い
、
電
光
ち
か
く
山
林
を
か
ゝ

や
か
す
、

凡

権
現
飛
来
の
瑞
相
、
行
者
経
行
の
指
南
、
互

為

に
こ
れ

お
ほ
よ
そ

（
マ
マ
）

を
か
ゝ
み
両
方
こ
れ
を
察
す
、
し
か
る
あ
い
た
雷
神
式
神
を
も
ち
て
案
内

を
へ
、
行
者
は
鬼
神
を
も
ち
て
勧
請
を
い
た
す
、
そ
の
あ
く
る
あ
し
た
、

か
の
う
ら
の
ま
つ
を
た
ち
て
、
こ
の
峯
に
う
つ
る
、
た
か
い
に
拝
謁
し
と

も
に
感
悦
す
、
た
ゝ
し
社
壇
い
ま
た
ま
う
け
さ
る
あ
い
た
、
し
ハ
ら
く
客

神
を
寺
内
に
す
へ
た
て
ま
つ
る
、
よ
て
寺
号
を
神
於
寺
と
あ
ら
た
む
、

し
ん

を

し

こ
の
縁
起
で
は
、
新
羅
の
神
人
は
、
役
行
者
と
の
誓
約
を
重
ん
じ
て
日
本
に

そ
の
姿
を
あ
ら
わ
さ
れ
た
。
龍
神
・
式
神
を
左
右
前
後
に
従
わ
せ
、
雷
電
に
み

ち
び
か
れ
、
泉
州
南
の
郡
の
麻
生
の
北
の
浦
、
は
も
さ
き
の
松
に
降
臨
し
た
。

そ
し
て
、
役
行
者
は
鬼
神
を
も
っ
て
新
羅
の
神
人
を
勧
請
し
た
。
す
る
と
そ
の

翌
日
、
神
人
は
こ
の
峯
（
神
於
峰
）
に
移
り
、
役
行
者
と
対
面
し
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
新
羅
の
神
人
は
、
津
田
川
の
河
口
の
は
も
さ
き(

津
田
浦)

(19)

か
ら
上
流
の
方
の
神
於
寺
ま
で
飛
来
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
神
於

寺
か
ら
津
田
川
の
河
尻
に
至
る
ま
で
、
神
於
寺
の
勢
力
が
及
ん
だ
地
域
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
木
川
で
あ
れ
ば
水
間
寺
よ
り
下
流
の
地
域
、
津
田
川
で
あ

れ
ば
神
於
寺
よ
り
下
流
の
地
域
が
奈
良
時
代
頃
か
ら
開
発
さ
れ
、
両
河
川
の
下

流
に
至
る
ま
で
そ
の
勢
力
が
及
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
岸
和

田
藩
は
、
両
河
川
の
水
源
で
あ
る
和
泉
葛
城
山
へ
「
石
宝
殿
」
を
つ
く
り
、
地

元
脇
浜
の
八
大
龍
王
を
和
泉
葛
城
山
に
勧
請
す
る
こ
と
で
、
そ
の
下
流
に
あ
る

(20)

水
間
寺
や
神
於
寺
を
含
む
範
囲
を
も
統
轄
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
、
五
ケ
荘
へ
は
、
雨
乞
い
踊
り
を
す
る
と
い
う
、
特
権
の
よ
う
な
も

の
を
与
え
、
岸
和
田
や
貝
塚
の
町
へ
も
柴
・
割
木
・
炭
な
ど
を
売
り
に
行
く
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

［
註
］

⑴

『
葛
城
峰
宝
仙
山
萬
覚
書
』
（
岸
和
田
市
教
育
委
員
会
発
行
、
一
九
六

七
年
刊
）
。
こ
の
記
録
は
、
一
番
帳
と
二
番
帳
に
分
か
れ
て
い
る
。
な
お
、

一
番
帳
は
、
石
貝
庄
左
衛
門
が
『
葛
城
峰
宝
仙
山
萬
覚
帳
』
〔
宝
暦
十
二

年
（
一
七
六
二
）
～
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
十
一
月
〕
を
記
し
、
二
番

帳
は
そ
の
子
堀
田
庄
左
衛
門
が
『
葛
城
宝
仙
山
之
事
』
〔
文
政
六
年
（
一

八
二
三
）
十
二
月
か
ら
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
十
一
月
ま
で
〕
記
し
た

記
録
で
あ
る
。

⑵

佐
々
木
久
佐
衛
門
は
、
代
官
荘
屋
三
人
の
内
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

『
加
季
曽
米
能
飛
登
利
呉
止
』
（
『
拾
遺
泉
州
志
』
よ
り
）
の
「
八
人
荘
屋

か

り

そ

め

の

ひ

と

り

ご

と

と
六
人
支
配
の
村
々
」
に
、

郷
士
代
官
三
人

中
左
近
、
中
左
衛
門
尉
、
新
川
三
郎
右
衛
門

代
官
荘
屋
三
人

岸
和
田
村

久
左
衛
門

今
之
岸
六
右
衛
門

土
生
村

荘
右
衛
門

小
門
氏
今
子
孫
無
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脇
浜
村

久
左
衛
門

佐
々
木
氏
子
孫
仕
藩
号
是

佐
久

筆
頭
荘
屋
二
人

佐
野
村

十
郎
大
夫

同
村

久
左
衛
門

と
あ
る
。
ま
た
、
同
史
料
よ
り
佐
々
木
久
佐
衛
門
の
支
配
村
は
、
「
脇
浜

村
」
と
あ
り
現
在
の
貝
塚
市
の
海
岸
部
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑶

『
大
阪
府
神
社
名
鑑
』(

編
集
兼
発
行

大
阪
府
神
道
青
年
会
、
一
九

七
一
年
一
月
刊)

の
「
三
三
二

高
龗
神
社
」
に
は
、

古
来
雨
の
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
、
旱
ば
つ
の
年
に
雨
を
祈
れ
ば
霊

験
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
、
地
頭
は
代
参
さ
せ
て
之
を
祈
り
、
里
民
は

社
前
に
詣
で
、
且
つ
当
社
よ
り
海
上
八
丁
許
を
隔
て
た
浅
洲
に
竹
を

立
て
て
、
老
若
男
女
打
集
い
踊
り
を
し
て
雨
を
祈
っ
た
。

浅
洲
に
淡
水
を
湛
え
た
井
戸
が
あ
っ
て
、
龍
王
の
雨
つ
ぼ
と
称
し

て
、
今
も
神
跡
を
犯
す
も
の
が
な
い
。
祈
っ
て
雨
が
降
っ
た
後
に
、

地
頭
は
拝
殿
を
改
造
し
、
里
民
は
神
前
に
て
踊
り
を
し
て
、
報
賽
す

る
の
を
例
と
し
た
と
云
う
。

と
あ
り
、
浅
洲
に
淡
水
の
井
戸
が
あ
り
、
龍
王
の
雨
つ
ぼ
と
呼
ば
れ
て
い

た
。

⑷

『
葛
城
峰
宝
仙
山
萬
覚
書
』
に
は
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
、
岸

和
田
藩
家
老
の
中
与
左
衛
門
尉
次
俊
が
和
泉
葛
城
山
に
燈
籠
を
寄
進
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

奉
寄
進

八
大
龍
王

岡
部
美
濃
守
内

中

与
左
衛
門
尉
次
俊

正
保
二
乙
酉
年
五
月
吉
日

御
社
の
内
如
此

⑸

「
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
十
二
月

葛
城
山
龍
王
ニ
付
五
箇
荘
定

書
」
（
『
岸
和
田
市
史

第
七
巻
史
料
編
Ⅱ

昭
和
五
十
四
年
三
月
刊
）
。

⑹

河
合
村
の
神
於
寺
前
ご
住
職
様
（
藤
枝
徹
海
氏

大
正
三
年
生
）
の
お

話
に
よ
れ
ば
、
河
合
村
か
ら
雨
乞
に
行
く
場
合
は
、
和
泉
葛
城
山
の
八
大

龍
王
の
石
宝
殿
に
お
参
り
し
た
と
い
う
。
他
の
村
と
一
緒
に
行
く
の
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
で
雨
乞
に
行
っ
た
。
雨
乞
の
時
に
は
、
住
職
も
一

緒
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
特
に
、
河
合
村
で
は
神
於
寺
で
雨
乞
を
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

『
葛
城
峰
宝
仙
山
萬
覚
書
』
の
解
説
（
出
口
神
暁
著
）
に
は
、
「
寛
文

七
年
（
一
六
六
七
）
に
城
主
行
隆
は
社
料
と
し
て
、
貝
塚
市
木
積
字
下
河

原
に
あ
る
新
田
五
反
歩
を
寄
進
し
、
又
、
年
貢
や
そ
の
他
の
諸
役
な
ど
も

免
除
し
、
参
道
の
修
築
、
鳥
居
や
石
灯
籠
、
宝
き
ょ
う
印
塔
な
ど
も
奉
納

し
、
藩
主
自
か
ら
も
登
山
参
拝
し
た
こ
と
は
文
政
よ
り
嘉
永
に
至
る
ま
で

の
間
に
さ
へ
十
九
回
の
多
き
に
及
ん
で
い
る
。
又
、
藩
士
や
庶
民
の
中
に

も
「
月
詣
り
」
と
称
し
毎
月
参
拝
す
る
者
も
あ
り
、
藩
主
も
文
化
十
三
年

（
一
八
一
六
）
以
後
は
毎
年
代
参
三
度
、
神
饌
神
酒
料
金
三
両
を
奉
納
す

る
こ
と
を
定
め
て
い
て
、
歴
代
の
藩
主
や
藩
士
た
ち
か
ら
も
深
く
尊
敬
さ

れ
た
」
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

⑺

「
蕎
原
の
石
宝
殿
」
に
は
、

蕎
原
村
（
蕎
原
）
に
石
宝
殿
と
呼
ば
る
石
室
が
あ
っ
た
。
昔
、
岸
和
田
城
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主
が
遊
猟
し
た
お
り
、
こ
こ
で
白
鹿
を
発
見
、
神
の
使
い
だ
と
家
臣
た
ち

が
制
止
し
た
が
射
止
め
る
。
突
如
雷
鳴
震
動
し
た
た
め
大
い
に
恐
れ
逃
走

す
る
が
、
城
主
は
悔
い
て
石
室
を
営
み
、
葛
城
山
一
言
主
神
を
勧
請
す
る
。

こ
れ
が
石
宝
殿
の
起
こ
り
と
い
う
。
（
三
善
貞
司
編
著
『
大
阪
伝
承
地
誌

集
成
』
清
文
堂
出
版
、
平
成
二
十
年
五
月
刊
）
。

⑻

延
喜
式
内
社
で
あ
る
意
賀
美
神
社
の
境
内
の
中
心
を
津
田
川
が
流
れ
て

お
り
、
現
在
、
意
賀
美
橋
と
い
う
名
の
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。

⑼

「
木
積
共
有
記
録
」(
『
貝
塚
市
史
』
第
二
巻
各
説

昭
和
三
十
二
年

三
月
刊)

。

⑽

植
野
加
代
子
著
『
秦
氏
と
妙
見
信
仰
』(

岩
田
書
院
、
平
成
二
十
二
年

二
月
刊)

。

⑾

八
大
龍
王
は
『
法
華
経
』
の
聴
聞
の
会
座
に
列
席
し
た
龍
王
で
、
護
法

の
善
神
と
さ
れ
る
。
難
陀
（
な
ん
だ
）
、
跋
難
陀
（
ば
つ
な
ん
だ
）
、
沙
迦

羅
（
し
ゃ
か
ら
）
、
和
修
吉
（
わ
し
ゅ
き
つ
）
、
徳
叉
迦
（
と
く
し
ゃ
か
）
、

阿
那
婆
達
多
（
あ
な
ば
だ
っ
た
）
、
摩
那
斯
（
ま
な
し
）
、
優
鉢
羅
（
う
は

つ
ら
）
の
八
王
。
古
代
イ
ン
ド
の
ナ
ー
ガ
信
仰
が
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ

た
も
の
で
、
仏
典
で
は
甘
雨
を
降
ら
せ
、
植
物
を
育
む
と
説
く
。
そ
の
た

め
密
教
で
は
、
八
大
龍
王
を
対
象
に
請
雨
・
止
雨
の
祈
祷
が
盛
ん
に
行
わ

れ
た
。
「
雨
も
た
れ
、
龍
王
」
と
い
っ
た
雨
乞
い
の
唱
え
言
が
、
全
国
に

分
布
し
て
い
る
。（
『
日
本
歴
史
大
事
典
』
小
学
館
、
二
〇
〇
七
年
刊
よ
り
）

⑿

孝
恩
寺

難
陀
龍
王
像

⒀

『
大
阪
府
貝
塚
市
水
間
寺
の
寺
座
』
（
水
間
寺
発
行
、
一
九
八
一
年
発

行
）
。

⒁

『
大
阪
府
貝
塚
市
水
間
寺
の
寺
座
』
註
⒀
前
掲
書
。

⒂

泉
佐
野
市
に
も
意
賀
美
神
社
が
鎮
座
し
て
お
り
、
雨
乞
い
が
行
わ
れ
て

い
た
と
い
う
。
ま
た
、
近
隣
に
は
、
雨
山
も
あ
り
、
現
在
も
、
雨
乞
い
に

行
っ
た
記
憶
が
あ
る
と
い
う
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

和
泉
葛
城
山
の
東
に
は
、
犬
鳴
山
七
宝
瀧
寺
が
あ
り
、
そ
こ
で
も
雨
乞

い
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
『
政
基
公
旅
引
付
』
の
文
亀
元
年
（
一
五
〇

一
）
七
月
二
十
日
条
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

犬
鳴
山
七
宝
瀧
寺
之
寺
僧
等

廿
日

丙申

晴
、
近
日
依
炎
干
、
従
今
日
於
瀧
宮
社
頭
有
請
雨
之
儀
、

地
下
沙
汰
之
、
三
ケ
日
之
中
ニ
必
有
甘
雨
也
、
若
不
降
者
於
七
宝
瀧

沙
汰
之
、
其
猶
不
叶
時
者
於
不
動
明
王
之
堂
沙
汰
之
、
其
後
猶
不
降

者
於
件
滝
壺
へ
入
不
浄
之
物
鹿
之
骨
或
頭

風
情
物
云
々
、

必
無
不
降
事
云
々
三
ケ
日
以
後
ハ

四
村
之
地
下
衆

令
沙
汰

也
云
々

。

こ
こ
に
は
、
大
木
の
瀧
宮
（
火
走
神
社
）
で
の
請
雨
祈
願
、
そ
れ
で
も

雨
が
降
ら
な
け
れ
ば
七
宝
瀧
で
の
祈
願
、
そ
れ
で
も
雨
が
降
ら
な
け
れ
ば
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不
動
明
王
の
御
堂
で
祈
願
を
し
、
そ
れ
で
も
雨
が
降
ら
な
い
場
合
は
滝
壺

に
鹿
の
骨
な
ど
不
浄
物
を
投
げ
込
み
、
雨
乞
い
を
し
た
こ
と
が
見
ら
れ
る
。

⒃

日
本
思
想
大
系
二
十
『
寺
社
縁
起
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
十
二

月
刊
）
所
収
。

⒄

『
岸
和
田
市
史
』
第
六
巻

史
料
編
Ⅰ
（
岸
和
田
市
、
一
九
七
六
年
三

月
刊
）
。

⒅

『
大
阪
府
全
志
』
大
字
河
合
、
七
七
三
頁
。

⒆

元
禄
元
年(

一
六
八
八
年)
に
成
立
し
た
『
江
戸
時
代
に
於
け
る
和
泉
地

方
の
農
事
調
査
書
』(

『
和
泉
志
』
第
三
二
～
三
五
合
併
号
、
和
泉
文
化

研
究
会
、
一
九
六
七
年
一
月
刊
）
の
南
郡
津
田
村
の
「
鱧
崎
松
」
と
い
う

項
に
は
、

一

鱧
崎
松

神
於
寺
の
宝
勝
権
現
海
中
よ
り
鱧
に
乗
り
て
此
所
へ

出
現
す
。
其
よ
り
神
於
寺
へ
飛
び
行
き
給
う
と
言
う
。

と
あ
り
、
津
田
村
に
鱧
崎
松
の
伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⒇

高
龗
神
社
の
方
の
お
話
に
よ
る
と
、
脇
浜
村
に
は
、
こ
の
辺
り
で
あ
が

っ
た
魚
介
物
を
天
皇
家
に
寄
進
さ
れ
て
い
た
家
が
あ
り
、
ま
だ
そ
の
子
孫

の
方
が
お
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
の
方
は
、
岸
和
田
藩
の
岡
部
氏
よ
り
も
官

位
が
高
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
（
近
木
荘

網
曳
御
厨
）

【
附
記
】
本
論
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
神
戸
女
子
大
学
名
誉
教
授
田
中
久
夫

先
生
、
龍
谷
大
学
非
常
勤
講
師
籔
元
晶
先
生
に
ご
同
行
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
地
元
の
方
に
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意

を
申
し
あ
げ
ま
す
。
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【別表】嘉永六年（1853）の「雨乞い」の様子（『葛城峰宝仙山萬覚書』より）
月 日 内 容

4月 だんだん旱魃

5月 14～16日 葛城山へ日参り

15～16日 夕立

17日 田植えができた

18日 大雨

19日～
少しの夕立もなかった

6月 中旬

26日 五ケ之庄（五箇荘）の役人が相談して雨乞いをすることになった

27日 庄内の役人と神主が葛城山に登り、7日間雨乞いをすることになった

28日 御郡代が雨乞いのため葛城山に参詣

29日 御用人が雨乞いのため葛城山に参詣

晦日 御代官が雨乞いのため葛城山に参詣

五ケ之庄（五箇荘）の氏子一統も登山し、御千度参りをした

朔日 地方奉行が参詣

3日 塔原村、蕎原村、相川村庄屋３人が岸和田へ呼び出され、５日から７日

間、葛城山にて雨乞いをするよう命じられた

4日 八ツ時頃夕立があったので、五ケ之庄（五箇荘）の村人は登山し、降雨

の御礼と雨乞踊りを奉納した

5日 雨乞のため諸道具を庄内の人足36人で運びあげ、村役人と神主は山籠

りをはじめた

6日 御年寄役が参詣し、水戸様がご逝去されたので、11日まで雨乞踊りを停

止するよう命じた

8日 御郡代が参詣

9日 御代官が参詣

10日 地方奉行が参詣

国中の所々に夕立

（今日国中之内所々夕立致し候尤信心之薄き村方之分は甚夕立少し尚

又一心に参詣致候村方之分は大夕立也）

12日 雨乞いを追願

13日 八ツ時頃大夕立

14日 少し夕立があった。礼踊りのため笠を揃える

15日 五ケ之庄（五箇荘）の村民が残らず登山し、礼踊りを奉納

16日 八ツ時頃に夕立

17日 五ケ之庄（五箇荘）村々登山し、雨乞踊り

18日 近日夕立の御礼として参詣

19日 年寄役が参詣

20日 五ケ之庄（五箇荘）の一カ村ずつ登山し、御礼と雨乞踊りを1日1ケ村ず

つにて5日間奉納

24日 庄内から100人山籠り



― 63 ―

7月 25日 五ケ之庄（五箇荘）氏子一統登山し、山籠り

27日 暁八ツ時から御殿様（藩主）が葛城山へ供廻り100人ほど連れて参詣

少々夕立

28日 五ケ之庄（五箇荘）の氏子が残らず登山し、礼踊りを奉納

村々の庄屋・年寄らも麻裃着用にて葛城山に参詣

8月 1日 五ケ之庄（五箇荘）の村々の各家から1人ずつ参詣

2日 潤雨の夕立

3日 夕立があったので、塔原村と蕎原村の庄屋が雨乞の中止を代官所に伺

ったが、まだ十分の雨が降っていないので、引き続き雨乞をするように仰

せつけられた。また、昨日の潤雨の御礼として龍王社鏡餅を奉納するよ

うに命じられた

4日 早朝に鏡餅三重を龍王社へ奉献

鏡餅一重を城へ差し上げる

土生滝村の雨降明神（意賀美神社）へも鏡餅を奉献

6日 御代官が参詣

7日 少し雨

9日 東谷三ケ村塔原村より跣参り

10日 西谷弐ケ村蕎原村より跣参り

11日 御郡代が参詣

12日 昼雨天夜大雨大風

14日 葛城山雨乞いの停止

15日 五ケ之庄（五箇荘）から39人の人足がでて、雨乞の諸道具を山からおろ

した

11月 8日 五ケ之庄（五箇荘）役人と神主が残らず雨礼のため葛城山へ参詣。

塔原村から弁当（米1斗5升、にしめ）、鏡餅3升

相川村から神酒5升

河合村から御花一対氏子惣一統
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